
参考例題 
 ※この例題は、選考試験に出題する問題の傾向をお知らせするための資料であり、実際に出題する問題の数、 

内容等とは異なります。 
実際の問題は、用紙サイズＢ４、国語と数学あわせて６０分です。 

数学（実際より少なく作成しています。ご注意ください。） 

〔1〕（四則計算）次の計算をしなさい。 
① 125+89－327＝ ② 31－25－3＝ 
③ 12×9－37＝ ④ 4×(6－37÷2)＝ 
⑤ 0.2×1.6－0.7＝ ⑥ 2.14×5－1.2＝ 

⑦ ×  ＝ ⑧ ÷ ＝ 

⑨ 3 =        ⑩ 3 − (−3) = 

① －113 ② 3 
③ 71 ④ －50 
⑤ －0.38 ⑥ 9.5 

⑦ 332 ⑧ 10 

⑨ 27 ⑩ 54 
 
 
〔2〕（単位変換）次の   にあてはまる数を答えなさい。 

①  4.07 m ＝  
②  7210 kg ＝ 
③  414 秒 ＝ 
④  0.1 L ＝ 
⑤  分速 33m ＝ 
 

〔3〕（方程式）次の式を解きなさい。 
   ① 5 − 2＝ − 10  ② 2 + 3 ＝8 
                8 + 5 ＝18 
 
 

〔4〕（因数分解）次の式を因数分解しなさい。 
① 6 − 4    ② 3 + 8 + 4 

 
 
 
〔5〕（１次関数・２次関数）次の問いに答えなさい。 
右の図のように、放物線 = −  があり、 
2 点 A，B はそれぞれ放物線上の   座標が－2，1 である点である。 
このとき、次の問いに答えよ。 

(1) 直線 AB の式を求めなさい。 

(2) 三角形 OAB の面積を求めなさい。 
（単位はつけなくてよい） 

 
①  407   cm 
②  7.21   t 
③  6 分  54 秒 
④  100   mL 
⑤ 時速 1.98 km 
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国
語
（
実
際
問
題
よ
り
少
な
く
作
成
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。） 

   

一
（
漢
字
の
読
み
・
書
き
） 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
は
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

１ 

山
の
頂
上
。 

 
 

２ 

探
検
す
る
。 

 
 

３ 

商
品
の
ネ
ダ
ン
。 

 
 

４ 

タ
ン
ニ
ン
の
先
生
。 

 二
（
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語
） 

次
の
慣
用
句
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
言
葉
を
後
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

１ 

水
に
（ 

 
 

）
。 

 

２ 

息
を
（ 

 
 

）
。 

 

３ 

腕
が
（ 

 
 

）。 
 

４ 

油
を
（ 

 
 

）
。 

｛
選
択
肢
｝ 

ア
、
の
む 

 

イ
、
な
が
す 

 

ウ
、
う
る 

 
 

エ 

あ
が
る 

 三
（
文
章
問
題
） 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
西
洋
化
が
進
む
と
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
の
文
化
と
そ
の
産
物
を
さ
し
て
和
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

着
物
を
和
服
と
い
い
、
畳
の
間
を
和
室
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
意
味
の
和
は
す
す
ん
だ
西
洋
に
対
し
て
日
本

と
い
う
卑
下
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
。 

（
中
略
） 

 

〔 

① 

〕、
異
質
な
も
の
、
対
立
す
る
も
の
を
調
和
さ
せ
る
と
い
う
本
来
の
和
は
現
代
に
お
い
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
か
。

決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
今
も
私
た
ち
の
生
活
や
文
化
の
中
に
脈
々
と
生
き
つ
づ
い
て
い
る
の
だ
が
、
私
た
ち
は

和
の
残
骸
を
な
つ
か
し
が
っ
て
ば
か
り
い
る
も
の
だ
か
ら
、（
１
）

本
来
の
和
が
目
の
前
に
あ
る
の
に
気
づ
か
な
い
だ
け
な
の
だ
。 

（
長
谷
川
櫂
『
和
の
思
想 

異
質
の
も
の
を
共
存
さ
せ
る
力
』
よ
り
） 

問
一 

〔 

① 

〕
に
入
れ
る
べ
き
言
葉
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

｛
選
択
肢
｝ 

ア
、
も
し 

 

イ
、
で
は 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
「
本
来
の
和
」
の
は
た
ら
き
を
本
文
か
ら
、
18
字
で
抜
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。
（
句
読
点
を
含
む
） 

問
三 

次
の
選
択
肢
ア
か
ら
ウ
の
中
で
、
本
文
の
主
旨
に
合
う
も
の
を
１
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア
、
江
戸
時
代
以
前
の
日
本
の
文
化
を
卑
下
し
て
、
日
本
の
和
が
価
値
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

イ
、
日
本
に
古
来
か
ら
あ
る
和
は
、
現
代
の
生
活
か
ら
は
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。 

ウ
、
現
代
の
日
本
人
は
、
太
古
か
ら
あ
る
和
を
な
つ
か
し
が
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
大
切
に
は
し
て
い
な
い
。 

 
        

三 二 一 

問一 ３ １ ３ １ 

① 

エ イ 

値
段 

ち
ょ
う
じ
ょ
う 

イ 

問二 

異
質
な
も
の
、
対
立
す
る
も
の
を
調

和
さ
せ
る 

４ ２ ４ ２ 

ウ ア 

担
任 

た
ん
け
ん 

問三 

イ 


